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謹賀新年



謹
賀
新
年

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
な
お
一
層
の
お
引
き
立
て
と

ご
愛
顧
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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岡
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真
右
よ
り

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
J
A
北
つ
く

ば
の
事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
（
W
B
C
）
で
日
本
が
14
年
ぶ
り
に
3
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、

大
谷
翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
す
る
な
ど
、
野
球
界
だ

け
で
な
く
国
民
が
注
目
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
5
月
に
「
5
類
」
へ
と
移
行
さ
れ
、
社
会
や
日
常
生
活

も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
徐
々
に
戻
り
始
め
、
改
め
て
人
と
の
関
わ
り

合
い
の
大
切
さ
や
喜
び
を
実
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
軍
事
侵
攻
や
戦
争
、
円
安
等
の
影
響
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
物
価
が
高
騰
し
、
日
本
経
済
や
皆
様
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
ま
す
。
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
生
産
資
材
価
格
が
高
騰
し
、
そ

の
分
を
農
産
物
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
J
A
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業
者
の

経
営
安
定
と
持
続
的
な
事
業
継
続
を
支
援
す
る
対
策
と
し
て
、
J
A
独

自
に
生
産
資
材
高
騰
対
策
支
援
金
の
配
当
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
3
ヵ
年
計
画
の
第
2
年
次
に
あ
た
る
昨
年
は
、
第
30
回
通
常

総
代
会
で
決
議
し
た
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
持
続
可
能
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
確
立
」
「
農
業
、
地
域
・
く
ら
し
を

支
え
る
組
織
・
事
業
基
盤
強
化
」
運
動
の
継
続
・
深
化
を
さ
せ
る
と
と

も
に
、「
J
A
グ
ル
ー
プ
ら
し
い
積
極
的
・
効
果
的
な
情
報
発
信
」
を

新
た
に
加
え
た
4
つ
の
運
動
目
標
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
水
稲
新
品
種
「
に
じ
の
き
ら
め

き
」
を
推
進
し
、
5
年
目
に
な
る
令
和
5
年
産
は
、
作
付
面
積
約

5
6
0
㌶
と
全
国
有
数
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
業
務
従

事
者
に
よ
る
販
売
力
の
強
化
や
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
支
援
な
ど

に
努
め
ま
し
た
。
昨
年
に
お
い
て
も
、
地
域
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
食
農
教
育
と
し
て
の
農
産
物
寄
贈
や
農
業
体
験
、
各
支
店
で

の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
た
他
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、

各
地
区
に
お
い
て
「
農
業
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
J
A
の
活
動
は
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
と
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」

と
し
て
、
J
A
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
は
、「
総
代
会
」
や
「
地
区
別
事
業
報
告

会
」
に
お
い
て
、
総
代
の
皆
様
を
は
じ
め
生
産
部
会
や
女
性
部
、
青
年

部
の
代
表
者
の
方
々
と
の
対
話
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

J
A
事
業
・
運
営
に
生
か
し
、
引
き
続
き
「
J
A
自
己
改
革
」
を
進
め

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
准
組
合
員
の
方
々
に
対
し
ま
し

て
は
、
意
思
反
映
・
運
営
参
画
に
向
け
て
、
准
組
合
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
で
取
り
組
み
を
協
議
し
、
J
A
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
広
報
誌
「
き
ら
ら
」
や
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
、
情
報
発

信
の
強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
J
A
北
つ
く
ば
が
平
成
5
年
に
合
併
し
て
か
ら
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
当
誌
「
す
て
っ
ぷ
」
10
月
号
で
は
、
広
域
合
併
30
年
記

念
特
別
号
を
発
行
し
、
J
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
特
設
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
や
皆
様
へ
の
感
謝
を
伝
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
J
A
で
は
今
後
も
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
」
や
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
基
軸
と
し
た
、
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
「
国
消
国
産
」
に
関
す
る
理
解
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

組
合
員
や
利
用
者
、
地
域
住
民
の
方
々
に
協
同
組
合
活
動
や
自
己
改

革
が
伝
わ
る
取
り
組
み
を
進
め
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
寄
り
添
い
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
愛
さ
れ
る
J
A
」
と

な
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
、
後
世
に
誇
れ
る
「
お
ら
が

地
域
の
、
お
ら
が
農
協
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に

は
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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榎戸 咲奈さん
えのきど さきな

平成24年生まれ
桜川市真壁町源法寺

4月から中学生になります。勉強だけでな
く、今まで続けてきたバスケットボールを頑
張り、新たな学校生活を楽しみたいです！
（真壁女子ミニバスケットボールスポーツ少年団）

真壁真壁

赤城 一郎さん
あかぎ いちろう

昭和15年生まれ
筑西市赤浜

今年も、体調管理をしっかりとして、稲作を
続けていきたいです。健康体が続く限り稲作
は続けていきたいので、健康でいられるよう
普段の生活で体調管理を大切にしたいです。

明野明野

篠崎 竜哉さん
しのざき りゅうや

平成12年生まれ
筑西市古里

今年で仕事を初めて5年になりました。
時間の流れは早いものだと、この歳なが
ら思います。次の生まれ年のときにはど
うなっているのか、今続けている筋トレ
はちゃんと続けられているのか、健康で
いられるのか、そんなことを考えながら、
今年を楽しんで過ごそうと思います。

協和協和

潮田 隆真さん
うしおだ りゅうま

平成12年生まれ
筑西市八田

スポーツ用品店で働いています。子ど
もたちにたくさんスポーツをしてもらう
ため、営業を頑張っています。毎日笑顔
で健康に過ごしていきたいです。

下館下館

木村 恒輝さん
きむら こうき

平成12年生まれ
桜川市大曽根

日々、農業に従事しており、おかげ
さまで段々と農業の知識が身に付いて
きたと感じます。仕事ができる環境と
日頃から支えてくれる家族、皆さまに
本当に感謝しています。これからも、
一日一日の経験を大切にしてスキル
アップし、一人前になれるよう励んで
いきます。
将来、同世代の方々や日本の農業を
引っ張って行けるような人になります。

大和大和

松本 金藏さん
まつもと きんぞう

昭和27年生まれ
筑西市板橋

自営業で鉄工所を営んでおり、始め
てから45年が経ちました。若い頃のよ
うに無理はできませんが、まだまだ元
気に働き、健康を第一に今年も頑張り
たいと思います。

関城関城

大塚 恵子さん
おおつか けいこ

昭和51年生まれ
桜川市本郷

飛躍の年になるよう積極的に行動し、辰の
勢いで新たな挑戦に果敢に取り組めるよう頑
張りたいです。

岩瀬岩瀬 稲葉 政則さん
いなば まさのり

昭和39年生まれ
結城市江川大町

月日が経つのは早いもので、今年で
5回目の辰年を迎えました。自分でも
信じられません。まずは、家族と共に
「健康第一」を心掛けて、創意工夫も
しながら、これまでやってきたことを
継続していきたいと思います。自分に
とって今年も良い年でありますよう祈
りつつ、頑張っていきたいと思います。

結城結城

今
年
の
干
支
は
「
辰
」
。

新
年
に
あ
た
り
辰
年
生
ま
れ
の
年
男
・
年
女
の
み
な
さ
ん
に
、

今
年
に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

2
0
2
4
年

2
0
2
4
年

今
年
に
か
け
る

今
年
に
か
け
る

特集１特集１
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J
A
北
つ
く
ば

大
豆
検
査
で
等
級
確
認
・
品
位
統
一

J
A
は
12
月
7
日
、
筑
西
市
西
榎
生
の
J
A
大
田
低
温
倉

庫
で
令
和
5
年
産
大
豆
初
度
検
査
及
び
担
当
者
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。
J
A
の
農
産
物
検
査
員
15
人
が
参
加
し
、
下
館

地
区
の
生
産
者
が
搬
入
し
た
1
0
5
袋
の
大
豆
「
里
の
ほ
ほ

え
み
」
や
「
納
豆
小
粒
」
を
検
査
。
粒
度
や
被
害
粒
・
未
熟

粒
の
限
度
な
ど
を
入
念
に
確
認
し
な
が
ら
品
質
を
見
極
め
、

品
位
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

検
査
で
は
、
J
A
真
壁
支
店
営
農
経
済
課
の
安
達
保
之
検

査
員
が
大
豆
の
種
類
や
粒
度
、
品
位
に
つ
い
て
説
明
。
検
査

員
た
ち
は
、
大
豆
用
の
カ
ル
ト
ン
を
使
い
、
粒
度
や
品
質
を

見
極
め
、
等
級
を
確
認
し
ま
し
た
。

J
A
管
内
は
、
県
内
一
の
大
豆
産
地
。
契
約
農
家
戸
数
は

1
2
5
戸
で
、
栽
培
面
積
は
1
3
5
2
㌶
に
及
び
ま
す
。

J
A
北
つ
く
ば
東
部
レ
タ
ス
部
会

ハ
ウ
ス
レ
タ
ス
基
準
確
認

J
A
東
部
レ
タ
ス
部
会
は
12
月
8
日
、
筑
西
市
上
星

谷
の
J
A
協
和
支
店
で
、
ハ
ウ
ス
レ
タ
ス
の
目
揃
え
会

を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
J
A
、
市
場
担
当
者
計
18

人
が
参
加
し
、
出
荷
最
盛
期
に
向
け
選
果
基
準
の
統
一

を
図
り
ま
し
た
。

水
柿
和
朗
部
会
長
は
「
今
の
と
こ
ろ
高
値
で
推
移
し

て
い
る
の
で
、
今
後
も
肥
培
管
理
を
徹
底
し
、
有
利
販

売
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

目
揃
え
会
で
は
、
J
A
東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営

農
課
で
野
菜
集
出
荷
所
を
担
当
す
る
関
口
春
秀
さ
ん
が

レ
タ
ス
を
手
に
取
り
、
品
質
や
形
状
な
ど
の
選
果
基
準

や
収
穫
適
期
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
関
城
ニ
ラ
部
会

ニ
ラ
出
荷
最
盛
期
に
向
け
規
格
確
認

J
A
関
城
ニ
ラ
部
会
は
12
月
12
日
、
筑
西
市
上
野
の
J
A

関
城
野
菜
集
出
荷
所
で
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者

や
J
A
、
市
場
担
当
者
計
8
人
が
参
加
し
、
出
荷
最
盛
期
に

向
け
規
格
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

目
揃
え
会
で
は
、
市
場
担
当
者
が
サ
ン
プ
ル
の
ニ
ラ
を
前

に
品
質
や
葉
幅
、
葉
色
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
切
り
口
を

き
れ
い
に
揃
え
る
こ
と
や
葉
の
折
れ
に
注
意
す
る
こ
と
な

ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

同
部
会
は
、
生
産
者
7
人
が
年
間
を
通
し
て
ニ
ラ
を
生
産

し
、
1
年
で
約
7
0
0
0
㌜
を
市
場
に
向
け
出
荷
し
て
い
ま

す
。国

府
田
敏
部
会
長
は
「
今
年
も
順
調
に
生
育
し
、
み
ず
み

ず
し
く
お
い
し
い
ニ
ラ
に
仕
上
が
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
結
城
園
芸
部
会
秋
冬
白
菜
部
・
結
城
市

結
城
市
産
ハ
ク
サ
イ
山
形
県
長
井
市
へ
贈
る

J
A
結
城
園
芸
部
会
秋
冬
白
菜
部
と
結
城
市
は
12
月
5
日
、

姉
妹
都
市
の
山
形
県
長
井
市
に
特
産
の
秋
冬
ハ
ク
サ
イ
を
贈

呈
す
る
出
発
式
を
結
城
市
大
木
の
J
A
結
城
野
菜
集
出
荷
所

で
開
き
ま
し
た
。
J
A
結
城
園
芸
部
会
の
宮
田
理
也
部
会
長

や
同
部
の
久
保
谷
秀
夫
副
部
長
、
小
林
栄
結
城
市
長
、
関
係

者
6
人
が
出
席
し
、
秋
冬
ハ
ク
サ
イ
1
0
0
㌜︵
計
4
0
0

玉
︶
を
積
み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
回
で
2
回
目
に
な
り
、
輸
送
経
費

は
結
城
市
農
産
物
消
費
対
策
推
進
協
議
会
が
負
担
。
翌
日
に

は
長
井
市
に
到
着
し
、
学
校
給
食
や
保
育
園
、
福
祉
施
設
な

ど
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
谷
副
部
長
は
「
甘
味
の
乗
っ
た
お
い
し
い
ハ
ク
サ
イ

を
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
い
ち
ご
部
会

イ
チ
ゴ
本
格
出
荷
に
向
け
規
格
統
一

J
A
い
ち
ご
部
会
は
12
月
5
日
、
筑
西
市
西
榎
生
の

J
A
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
、
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」

の
統
一
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
J
A
、

行
政
、
市
場
担
当
者
計
54
人
が
参
加
し
、
出
荷
最
盛
期

に
向
け
品
質
・
出
荷
規
格
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

廣
瀬
有
一
部
会
長
は
「
目
揃
え
会
で
、
し
っ
か
り
と

規
格
を
確
認
し
、
高
品
質
で
安
全
・
安
心
な
北
つ
く
ば

の
イ
チ
ゴ
を
出
荷
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

目
揃
え
会
で
は
、
市
場
4
社
の
担
当
者
が
市
場
情
勢

や
他
県
の
状
況
を
話
し
、
サ
ン
プ
ル
の
イ
チ
ゴ
を
手
に

品
質
や
形
状
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
集
出
荷
所
着
時

の
色
合
い
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
き
ゅ
う
り
選
果
場
部
会

促
成
キ
ュ
ウ
リ
出
荷
ス
タ
ー
ト

桜
川
市
大
国
玉
の
J
A
大
和
キ
ュ
ウ
リ
選
果
場
で
、
促
成

キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
と
選
果
作
業
が
12
月
11
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
初
出
荷
は
、
J
A
き
ゅ
う
り
選
果
場
部
会
の
生
産

者
4
人
が
1
0
5
コ
ン
テ
ナ
を
持
ち
込
み
、
選
果
員
が
キ
ュ

ウ
リ
の
品
質
を
確
認
し
た
後
、
選
果
機
で
大
き
さ
や
形
を
選

別
し
、
等
級
ご
と
に
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
乗
り
運
ば
れ
、
箱
詰
め

し
て
約
2
2
0
㌜
を
市
場
へ
向
け
出
荷
し
ま
し
た
。

池
田
豊
多
部
会
長
は
「
昨
シ
ー
ズ
ン
同
様
に
、
良
い
販
売

が
で
き
る
よ
う
市
場
と
連
携
し
、
良
質
な
キ
ュ
ウ
リ
を
消
費

者
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

同
部
会
は
、
生
産
者
41
人
が
約
12
・
5
㌶
で
促
成
キ
ュ
ウ

リ
を
栽
培
し
、
6
月
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。
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J
A
北
つ
く
ば
結
城
地
区
年
金
友
の
会

「
わ
な
げ
大
会
」
を
開
催

J
A
結
城
地
区
年
金
友
の
会
は
12
月
7
日
、
結
城

市
新
福
寺
の
J
A
結
城
支
店
で
「
第
10
回
わ
な
げ
大

会
」
を
開
き
、
会
員
84
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
親
睦
を
深
め
合
い
な
が

ら
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
会
の
船
橋
登
会
長
は
「
皆
様
の
素
晴
ら
し
い
試

合
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
今
日
は
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
J
A
の
古
澤
諭
組
合
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
J
A
で
は
、
皆
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
今
日
は
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
1
チ
ー
ム
4
人
が
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、
団
体
戦
と
個
人
戦
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
も
、
競
技
中
は
真
剣
な
眼
差

し
で
リ
ン
グ
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。
参
加
さ
れ

た
会
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【団体の部】
ブロック 優勝チーム名
Aブロック 結城なでしこ会 B
Bブロック 林 　 な か よ し 会
Cブロック 山 川 な で し こ
Dブロック 役 員 チ ー ム

【個人の部】
順　位 氏　　名
優　勝 今 村 　 高 子 さん
準優勝 山 崎 　 洋 子 さん
3　位 飯ケ谷　喜代子 さん
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県
西
4
J
A
（
北
つ
く
ば
、
常
総
ひ
か
り
、
茨
城
む
つ
み
、
岩
井
）

県
西
4
J
A
が
連
携
し
農
産
物
を
P
R

県
西
4
J
A
︵
北
つ
く
ば
、
常
総
ひ
か
り
、
茨

城
む
つ
み
、
岩
井
︶
は
12
月
16
日
、
ポ
ケ
ッ
ト
フ

ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
牛
久
店
で
特
設
会
場
を
設
置
し
、

「
ラ
・
ウ
エ
ス
ト
販
促
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
き
、
県
西

地
区
自
慢
の
農
産
物
を
P
R
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
旬
の
ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

ネ
ギ
な
ど
15
品
目
を
販
売
。
当
J
A
か
ら
は
、
イ

チ
ゴ
や
中
玉
ト
マ
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

茨
城
県
の
銘
柄
豚
肉
「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
」
と
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豚
汁
を
約
3
0
0
食
分
用

意
し
、
来
場
者
に
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
試
食
し

た
人
は
「
具
だ
く
さ
ん
で
お
い
し
い
」「
体
が
温

ま
る
」
な
ど
と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
総
務
部
企
画
開
発
課

高
校
生
が
ビ
ア
フ
ェ
ス
企
画
!?

「
筑
西
市
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
下
館

第
一
高
等
学
校
の
生
徒
が
企
画
し
、
主
催
し
た
「
ち
く
せ

い
ビ
ア
フ
ェ
ス
2
0
2
3
」
が
11
月
25
日
、
旧
筑
西
市
役

所
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ
ス
に
は
、
J
A
総

務
部
企
画
開
発
課
の
職
員
7
人
が
参
加
。「
ロ
ー
ズ
ポ
ー

ク
」の
焼
き
肉
や
地
場
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
さ

つ
ま
汁
」、
旬
の
野
菜
や
果
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

J
A
の
ブ
ー
ス
で
は
、
J
A
職
員
が
料
理
を
作
り
、
同

校
の
生
徒
た
ち
が
J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ッ
ピ
を
着
用
し
、

来
場
者
に
声
を
か
け
な
が
ら
販
売
。
ま
た
、
野
菜
や
果
物

の
購
入
者
に
は
、
生
徒
が
作
っ
た
J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
「
き
ら
い
ち
」
の
紹
介
動
画
や
料
理
の
作
り
方

が
視
聴
で
き
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
総
務
部
人
事
教
育
課
・
企
画
開
発
課

大
学
生
が
J
A
の
広
報
を
体
験

J
A
総
務
部
の
人
事
教
育
課
と
企
画
開
発
課
は
12

月
2
日
、
筑
西
市
岡
芹
の
J
A
本
店
で
、
2
0
2
5

年
度
卒
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
︵
就
業
体
験
︶
の
学
生

を
対
象
に
、
J
A
農
業
ま
つ
り
の
取
材
体
験
を
実
施

し
、
大
学
生
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

体
験
で
は
、
桜
川
地
区
と
明
野
地
区
2
ヵ
所
の
農

業
ま
つ
り
を
取
材
。
写
真
を
撮
影
し
、
J
A
職
員
や

来
場
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

J
A
本
店
で
広
報
誌
「
す
て
っ
ぷ
」
に
掲
載
す
る
農

業
ま
つ
り
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
20
日
に
は
、
広
報
誌
の
校
正
を
確
認

す
る
広
報
委
員
会
を
体
験
。
記
事
は
、
当
誌
12
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

J
A
北
つ
く
ば

S
D
G
s
へ
の
理
解
深
め
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
︵
S
D
G
s
︶
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
J
A
は
12
月
14
日
・
15
日
、
J
A
管
内
そ
れ
ぞ

れ
の
支
店
・
事
業
所
で
「
S
D
G
s
研
修
会
」
を
ウ
ェ
ブ

で
開
き
ま
し
た
。
J
A
職
員
約
3
0
0
人
が
参
加
し
、
一

般
社
団
法
人
家
の
光
協
会
の
滝
本
匡
志
氏
を
講
師
に
招
き
、

S
D
G
s
17
の
目
標
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
滝
本
氏
が
国
内
外
で
起
き
て
い
る
自
然

災
害
や
環
境
問
題
な
ど
に
触
れ
、
S
D
G
s
17
の
目
標
を

一
つ
一
つ
解
説
し
な
が
ら
確
認
。
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
ク

イ
ズ
を
行
い
、
S
D
G
s
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
個
人
や
業

務
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
書
き
込
み
ま
し
た
。
受
講
し

た
職
員
に
は
、
研
修
会
終
了
後
に
S
D
G
s
の
バ
ッ
ヂ
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
き
ら
い
ち
」
結
城
店

「
き
ら
い
ち
」結
城
店
14
周
年
祭
を
開
催

J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
き
ら
い

ち
」
結
城
店
は
12
月
2
日
・
3
日
、
オ
ー
プ
ン

14
周
年
を
記
念
し
て
周
年
祭
を
開
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
全
商
品
一
割
引
き
や

1
0
0
0
円
以
上
お
買
上
げ
の
方
が
参
加
で
き

る
大
抽
選
会
、
卵
の
特
売
、
落
花
生
の
詰
め
放

題
な
ど
を
開
催
し
た
他
、
全
国
の
味
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
野
県
J
A
上
伊
那
の

リ
ン
ゴ
や
き
の
こ
、
和
歌
山
県
J
A
な
が
み
ね

の
み
か
ん
の
詰
め
放
題
、
J
A
静
岡
市
の
お
茶

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
多
く
の

方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
協
和
支
店

「
小
栗
判
官
ま
つ
り
」
に
J
A
も
参
加

「
小
栗
判
官
伝
説
」
を
再
現
し
た
お
祭
り
、「
小
栗
判
官

ま
つ
り
」
が
12
月
3
日
、
筑
西
市
門
井
の
筑
西
市
立
新
治

小
学
校
な
ど
で
4
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
は

1
9
8
9
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
31
回
目
。
J
A
協
和
支

店
の
職
員
が
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

戦
国
絵
巻
を
思
わ
せ
る
武
者
行
列
で
は
、
馬
に
ま
た
が

っ
た
「
小
栗
判
官
」
や
「
照
手
姫
」
を
は
じ
め
、
約

1
5
0
人
の
武
者
な
ど
が
新
治
駅
前
通
り
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
同
支
店
の
職
員
は
、
甲
冑
︵
か
っ
ち
ゅ
う
︶
姿
に

な
り
、
十
勇
士
役
で
参
加
。
沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が
集

ま
り
、
歓
声
や
手
を
振
る
な
ど
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
J
A
も
共
催
し
、
も
ち
米
5
袋
︵
1
5
0

㌔
︶
を
提
供
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
結
城
支
店
・
結
城
南
支
店

結
城
市
の
小
・
中
学
校
に
花
を
贈
る

J
A
結
城
支
店
と
結
城
南
支
店
は
11
月
28
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
、
結
城
市
内
の
小
・
中
学
校
へ
パ
ン
ジ
ー
と

ビ
オ
ラ
の
苗
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
今

年
で
4
年
目
に
な
り
、
J
A
花
き
部
会
結
城
支
部
の
生
産

者
が
心
を
込
め
て
花
の
苗
を
栽
培
。
パ
ン
ジ
ー
1
2
0
0

株
、
ビ
オ
ラ
1
2
0
0
株
を
同
市
の
小
学
校
9
校
と
中
学

校
3
校
へ
1
校
あ
た
り
約
2
0
0
株
を
配
布
し
ま
し
た
。

28
日
に
は
、
結
城
市
役
所
で
寄
贈
式
が
開
か
れ
、
J
A

の
古
澤
諭
組
合
長
か
ら
同
市
教
育
委
員
会
の
黒
田
光
浩

教
育
長
へ
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ら
れ
た
パ
ン
ジ
ー
と
ビ

オ
ラ
の
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

古
澤
組
合
長
は
「
花
を
見
て
心
を
癒
し
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

J
A
北
つ
く
ば
総
務
部
企
画
開
発
課

こ
ど
も
食
堂
へ
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

J
A
総
務
部
企
画
開
発
課
は
12
月
11
日
、
筑
西
市
藤

ヶ
谷
で
こ
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
「
筑
西
こ
ど
も

食
堂
　
有
り
の
実
」
で
食
事
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
、
お
菓
子
を
た
く
さ
ん
詰
め
た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」
を
贈
り
ま
し
た
。

同
食
堂
は
、
孤
食
に
な
り
が
ち
な
家
庭
に
、
食
と
だ

ん
ら
ん
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
」
の
店
舗
で
運
営
。
毎
週
月
曜

日
は
地
域
住
民
に
晩
ご
は
ん
を
、
毎
月
第
2
日
曜
日
に

は
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
日
は
、
食
事
を
楽

し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
と
こ
ろ
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
登
場
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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我が家の
ペット

冬
01

JA-KITATS
UK
U
BA

-STEP2024

R E : E T E G A M I

すてっぷ

筑西市　岡野　和子 さん

結 城
結城市新福寺　
荒木　弘子さん

カールくん

カールくんは、10月22日に
開催された第68回栃木県支部
主催の秋田犬展覧会に出場し
ました。毛並みや毛の色、足の形、歯並び、しっぽの巻きなどを審
査。昨年に続いて2度目の受賞を果たし、今回は特に優秀と認めら
れ、本部賞をいただきました。

関 城 筑西市舟生　渡辺さん

ネーロくん（黒）
ルウクくん（茶）
我が家の家族になって12年。2匹それぞれ性格は
違えども、甘え方は一緒でとてもかわいいです。

協 和 筑西市小栗　田﨑　忠雄さん

5、6年前にJA協和直売所で購入した、サイパン
レモンが今年きれいに実りました。結 城 結城市大木　山中　廣利さん

バナナがなりました
昨年の5月に植えた、マレーシア三尺バナナが
なりました。すぐできると思っていなかったの
で、自分でもビックリです。

原作：P
漫画：P

第96話：新春！運だめし★ 

たくさん実った
サイパンレモン
たくさん実った
サイパンレモン

我が家の
ペット

ちょっと
一言！！

ちょっと
一言！！

結城市　花和 友紀枝
 さん

結城市　山根 トシ子 さ
ん

結城市　竹澤 一江 さん

結城市　笠原 麗子 さん

結城市　稲葉 和江 さん

結城市　矢口 せつ さん

結城市　矢口 せつ さん

結城市　渡辺 節枝 さん

結城市　吉田 日出子
 さん

結城市　関口 ひろ子
 さん

すてっぷ すてっぷ11 10
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赤城山へハイキング
JA北つくば関城地区女性部

温かいうどん・そばを提供
JA北つくば協和地区女性部

Vol．32

色もきれいで、
デザートにも合います。
保存も効くので、

ぜひ作ってみてください

「私の味自慢」は、JA女性部の方にご協力いただき、自慢の料理を紹介
するコーナーです。みなさんもぜひ作ってみてください。

JA北つくば岩瀬地区女性部
安達　幸子さん

材料
洋なし 約1㌔

（4～5個）
グラニュー糖 300㌘
水 400ml
レモン汁 25ml
洋酒
（コアントロー）

大さじ2

材料
洋なし 約500㌘（2～3個）
グラニュー糖 芯を取った洋なしの

重さの約40％
レモン汁 25ml
洋酒
（コアントロー）

大さじ1

シ
ロ
ッ
プ

作り方作り方
①グラニュー糖と水を鍋に入れ、火にかけシロップを作る。
②洋なしは皮をむき、縦に4～6つに割り、芯を取る。
③①にレモン汁と②を入れて中火にかけ、表面がぐらぐらしない程度の
優しい火加減で静かに15分程度煮る。時々アクをすくう。
④火を止めたら洋酒を加え、熱湯消毒をしたビンに入れ、フタをする。
　（保存は、冷蔵庫で約1ヵ月が目安。）
※アイスクリームと一緒に食べてもおいしいです。

作り方
①洋なしは皮をむいて芯を取り、1㌢角に切る。
②①の重さを量り、グラニュー糖を準備する。
③鍋に①とグラニュー糖、レモン汁を入れて5分程度置
いて馴染ませる。
④中火にかけて、沸騰したら火を弱め、アクをすくう。
⑤焦げないよう木べらで混ぜ、透明になるまで煮詰める。
⑥火を止めたら洋酒を加え、熱湯消毒をしたビンに入れ、
フタをする。（保存は、冷蔵庫で約1ヵ月が目安。）
※煮詰めすぎると固くなるので注意してください。

洋なしコンポート洋なしコンポート

洋なしジャム洋なしジャム

桜川

明野
12/2

12/2

特集 2 令和5年度

農業まつり
日頃のご愛顧に「ありがとう」の気持ちをこめて
今年も「農業まつり」盛大に開催！！

12月2日、桜川（大和・真壁・岩瀬）地区と明野地区で農業まつりが開催されました。当日は、多くの方にご来場いただき、
誠にありがとうございました。

大和キュウリ選果場・東部トマト選果場で開催されました。地元の農作物販売はもちろん、1パック
100円のたまごの特売や女性部・青年部による手作り食品の販売もとても好評でした。子ども向けのブー
スも多数出店され、金魚すくいや射的、お菓子の詰め放題など、子どもたちは楽しそうに遊んでいまし
た。また、地元のシー＆シャークバンドや中学生による演奏などでとても賑わいました。来場者は「新鮮
な野菜がたくさん並び、安く販売されるので毎年楽しみ」と話してくれました。

明野支店敷地内で開催されました。女性部や青年部、キッチンカーが食品を販売。サツマイモスティッ
クやイカ焼きなどが食べ歩きでき、生活用品や自動車、除草剤などの展示即売会が行われ、とても賑やか
な雰囲気でした。たまご1パック100円のセールでは、長蛇の列ができ、多くの人がたまごを購入してい
ました。また、寒い時期の開催ということで、温かいそばやうどんに多くの人が並ばれていました。来場
者は「毎年、楽しみに来ている」「子どもがとても喜んでいた」などと話してくれました。

▲インターンシップの大学生たち

私
た
ち
が

こ
の
ペ
ー
ジ
を

担
当
し
ま
し
た
。

J
A
関
城
地
区
女
性
部
︵
竹
内
み
ゆ
き

部
長
︶
は
12
月
5
日
、
部
員
31
人
が

参
加
し
、
群
馬
県
前
橋
市
の
赤
城
公
園
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
覚
満
淵
を
一
周
す
る

コ
ー
ス
を
歩
き
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
部

員
同
士
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
香

保
温
泉
ひ
び
き
野
で
お
い
し
い
料
理
を
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

J
A
協
和
地
区
女
性

部
︵
鈴
木
て
る
子

部
長
︶
は
12
月
3
日
、
筑

西
市
立
新
治
小
学
校
な
ど

で
開
か
れ
た
「
小
栗
判
官

ま
つ
り
」
に
部
員
9
人
が

参
加
し
、
来
場
者
に
温
か

い
う
ど
ん
や
そ
ば
を
販
売

し
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
部
員
同

士
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

地
域
の
方
た
ち
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
用
意
し
た

う
ど
ん
と
そ
ば
は
、
と
て

も
好
評
で
完
売
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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KISETSU　WO　YOMU

筑志会に入会しませんか？

短歌・俳句・川柳の投稿お待ちしています

住
　
　
所
　
〒
308
ー
0051
筑
西
市
岡
芹
×××

氏
名（
年
齢
）　
筑
西
太
郎（
××
才
）筑
志
会
入
会
希
望

電
話
番
号
　
0
2
9
6（
2
5
）××××

①
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□
□

②
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□
□

5

5

7
7

7

短
歌

俳
句
ま
た
は
川
柳
の
場
合

『
俳
句
』、『
川
柳
』と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　このコーナーに投稿される皆さんが集い、交流を深める
「筑志会」では、会員を募集しています。短歌・俳句・川柳が
好きな者同士、一緒に楽しく歌を詠む友達になりません
か？入会ご希望の方は、下記
の記入例にしたがい、氏名
の下に『筑志会入会希望』と
はっきり朱書（赤いペンで）し
てください。後日、詳しいご
案内をいたします。

①作品・住所・氏名・年齢・電話番号などハガキのウラ面に
全て記入して応募してください。
②歌にはそれぞれ短歌・俳句・川柳と明記し、清書してくだ
さい。漢字にはふり仮名を。作品は2作品までとします。
③毎月15日までに頂いた作品を翌月号に掲載いたします。
④作品の掲載にあたっては、なるべく多くの方をご紹介さ
せて頂くことを旨としております。

筑
志
会
入
会
ご
希
望
の
方
の
み
朱
書
。

〒308-0051
J
A
北
つ
く
ば
本
店

　
　す
て
っ
ぷ
係
　行

（オモテ）

（ウラ）
ハガキ
記入例

筑志会の活動内容
◆現在、会員は29人
◆年4回の定例会

　
筑
西
市
岡
芹
２
２
２
２

茶
の
花
の
香
る
ほ
そ
道
友
と
出
逢あ

う
い
つ
も
の
時
刻
い
つ
も
の
散
歩

筑
西
市
小
栗　
　
　

舘
野　

さ
た

夕
や
け
に
眞
赤
に
染そ

ま
る
西
の
空
寺
の
森
影
す
み
絵
の
如ご
と

し

結
城
市
今
宿　
　
　

丸
田　

し
ず

若
き
日
や
里
帰
り
度
小
遣
を
用
意
し
待
つ
母
老
い
て
母
思
ふ

筑
西
市
東
石
田　
　

中
嶋　

ふ
み

温
暖
化
霜
枯
れ
も
な
く
さ
ざ
ん
か
は
紅
の
ふ
ち
ど
り
白
き
花
な
り

筑
西
市
久
地
楽　
　

飯
田　

浩
子

菊
薫
る
路
榜
を
見
つ
つ
さ
き
ゆ
け
ば
尾
花
黄
が
ね
に
揺
ら
ゆ
ら
と
ま
う

桜
川
市
東
飯
田　
　

鈴
木　

省
一

梅
も
ど
き
赤
く
色
づ
き
小
鳥
呼
ぶ
老
え
の
我
家
に
客
は
な
け
れ
ど

結
城
市
上
山
川　
　

岩
田　

弘
和

西
の
空
沈
む
太
陽
赤
々
と
思
わ
ず
手
を
合
わ
す
無
事
な
る
今
日
に

筑
西
市
奥
田　
　
　

仁
平　

キ
ヨ

年
賀
状
全
部
手
書
き
で
十
五
枚
「
す
て
っ
ぷ
」
掲
載
短
歌
を
添
え
て

筑
西
市
門
井　
　
　

広
瀬　

利
夫

あ
の
雲
の
中
で
物
理
の
攻
め
ぎ
合
い
雨
の
子
供
と
冷
た
い
風
と

桜
川
市
高
久　
　
　

増
渕　

善
和

週
一
度
友
に
さ
そ
わ
れ
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
さ
び
た
脳
ト
レ
筋
ト
レ
た
の
し

筑
西
市
蒔
田　
　

古
谷
野
と
み
子

枯
野
原
風
吹
き
す
さ
び
寂せ
き
ば
く寞
と

筑
西
市
奥
田　
　
　
　

薄
井　
　

強

ひ
ら
ひ
ら
と
銀
杏
黄
葉
や
青
空
に

筑
西
市
寺
上
野　
　
　

飯
嶋　

初
江

筑
波
山
に
満
月
上
が
り
て
日
短
か
し

桜
川
市
真
壁
町　
　
　

金
子　

弘
毅

里
山
の
秋
風
や
さ
し
虫
の
声

桜
川
市
久
原　
　
　
　

嶋
崎　

國
夫

古こ
し
ょ
て
ん

書
店
の
ガ
タ
ピ
シ
の
ド
ア
漱そ
う
せ
き石
忌き

兵
庫
県
明
石
市　
　
　

小
田　

慶
喜

良
き
時
代
う
ま
く
使
っ
て
知
ら
ん
顔

結
城
市
中
央
町　
　
　

大
嶋　

一
陽

両
縁
で
結
ば
れ
る
か
な
夢
の
中

結
城
市
結
城　
　
　
　

秋
田　

克
行

と
ん
で
も
な
い
送
料
無
料
じ
ゃ
倒
産
だ

桜
川
市
真
壁
町　
　
　

木
村　

健
一

筑
志
会

筑
志
会

第第
6363
回回

当
誌
文
芸
欄
に
短
歌
や
俳
句

な
ど
を
投
稿
す
る
仲
間
た
ち
で

つ
く
る
「
筑
志
会
」
の
第
63
回

定
例
会
が
12
月
12
日
、
筑
西
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
8
人
が
出
席
し
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

大
木
憲
一
郎
会
長
は
「
今
年

の
夏
は
、
異
常
な
暑
さ
で
し
た

が
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
に
元
気

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
。
今
日
は
、
一
日
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
会
員
た
ち
は

自
己
紹
介
や
近
況
な
ど
を
報
告

し
た
り
、
短
歌
や
俳
句
の
作
品

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
定

例
会
終
了
後
に
は
、
食
事
と
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

筑
志
会
会
長
　
　
　

　
大
木
　
憲
一
郎

一
年
間
を
振
り
返
り

　
　
　
　
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

短　

歌

青
い
空
コ
ス
モ
ス
咲
い
て
赤
ト
ン
ボ
丘
の
上
に
は
き
ん
じ
ろ
う
立
つ   　
　
　
　

大
木　

里
山

加
波
山
ゆ
朝
日
の
い
づ
る
瞬
間
に
散
歩
を
止
め
て
お
ろ
が
み
て
い
し　
　
　
　
　

飯
島　

康
一

遠
き
日
の
先
祖
を
た
ず
ね
て
正
し
き
を
真
実
な
る
を
神
と
知
る
な
り　
　
　
　
　

川
味　

飛
仙

朝
ま
だ
き
圓ま
る

山や
ま

大ホ

テ

ル
飯
店
静
か
な
り
こ
れ
か
ら
行
く
ぞ
彩さ
い

虹こ
う

眷け
ん

に　
　
　
　
　
　
　

松
本　

正
義

人
生
は
百
年
時
代
云
は
れ
て
も
米
寿
を
こ
せ
る
友
の
す
く
な
さ　
　
　

  　
　
　

 

谷
島　

岩
雄

威
勢
よ
く
お
ぢ
い
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
声
に
自
転
車
漕
ぎ
行
く
曾
孫
の
友
達　
　
　
　

中
島　

守
男

猛
暑
続ぞ

く
枯
れ
し
野
菜
の
蒔
き
直
し
高こ
う
と
う騰
物
価
を
重か
さ

ね
し
や　
　
　
　
　
　
　

  

谷
島　

恵
子

黄
な
る
葉
の
葉
陰
の
下
に
時
を
待
つ
蠟
梅
つ
ぼ
み
師
走
知
ら
さ
れ　
　
　
　
　
　

萩
原　

美
枝
子

今
年
ま
た
鮮
や
か
な
り
し
柚
の
木
も
枝
を
広
げ
て
た
わ
わ
に
生
り
ぬ　
　
　
　
　

中
島　

千
恵

芝
庭
に
雉き
じ

来
た
と
呼
ぶ
君
の
声
今
し
も
聞
こ
ゆ
生
き
生
き
と
し
て　
　
　
　
　
　

古
橋　

い
み
子

寒
く
な
り
お
い
し
く
な
っ
た
里
芋
の
鍋
が
吹
い
て
る
月
は
十い
ざ
よ
い

六
夜　
　
　
　
　
　

石
垣　

愛

仰
ぎ
見
て
降
る
降
る
時
を
懐
中
に
行
く
末
ま
で
も
ひ
と
り
寂
し
き　
　
　
　
　
　

五
十
幡　

孝
子

俳　

句

紅
葉
も
自
然
の
恵
め
ぐ
み

贈
お
く
り
も
の　
　
　
　
　
　
　

  

木
城　

鷹
七

古
戦
場
碑
に
寄
り
添
う
て
石
蕗
の
花      　

 

池
羽　

仁

走
り
根
を
気
遣
い
な
が
ら
初
詣　
　
　
　
　

 

渡
辺　

フ
ク

言
の
葉
に
人
弔
う
や
草
紅
葉　
　
　

 　

  　

 

野
口　

き
み
子

弱
い
手
で
無
農
薬
菜
の
鍋な
べ

料
理　
　
　
　
　

 

平
出　

佐
和
子

掃
き
寄
せ
て
落
葉
に
風
の
音
が
す
る 　
　
　

塚
田　

千
栄
子

足
早
に
冬
到
来
の
慌
た
だ
し　
　
　
　
　
　

 

大
関　

く
に

秋
晴
れ
や
曾
孫
め
で
た
き
七
五
三　
　
　
　

 

中
島　

奈
津

庭
の
下
駄
か
す
か
に
混
り
夜
の
冬　
　
　
　

 

山
口　

志
津
子

十
二
月
暦
め
ぐ
り
て
気
が
騒さ
わ

ぐ　
　
　
　
　

 
小
島　

ヨ
リ
子
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〒308-0051①クイズの答え
②ご意見・ご感想
③今月のテーマ
「私の好きな花」
住所
氏名（組合員名併記）
年齢・電話番号

（オモテ）（ウラ）

＊12月号の答えは「空港」でした。

【応募規定】ハガキに上記の要領で記入してくだ
さい。正解者の中から抽選で、30名の方に粗品
をプレゼントします。
【締め切り】令和6年2月2日（金）当日消印有効
プレゼントは2月末の発送になります。

しゃべらないで
聞いてばかりいる
花は何？

筑
西
市
岡
芹
２
２
２
２

なぞ ぞななぞ ぞな

J
A
北
つ
く
ば
本
店

　
　
す
て
っ
ぷ
係
　
行

おたより

物
価
高
騰
。
何
で
も
値
上
が

り
で
、
毎
日
の
生
活
が
大
変
で

す
。
孫
た
ち
も
戻
っ
て
き
て
家

族
が
増
え
、
食
費
が
一
番
大
変

で
す
。

筑
西
市
成
井
　
森
　
ふ
み
子
さ
ん

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
漢
字
は
「
暑
」
で
す
。

筑
西
市
井
上
　
𠮷
澤
　
し
げ
子
さ
ん

J
A
女
性
部
の
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
活

気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

松
山
K
さ
ん

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
も
「
お

た
よ
り
」
に
投
稿
し
て
み
よ
う

か
な
。
な
ん
て
ち
ょ
っ
ぴ
り

思
っ
て
い
ま
す
。

筑
西
市
井
出
蛯
沢  
中
澤 

て
る
江
さ
ん

今
年
の
漢
字
は
「
翔
」
か
な
。

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
い

一
年
で
し
た
。
特
に
大
谷
翔
平

く
ん
の
話
題
は
、
誰
も
が
ハ
ッ

ピ
ー
な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

匿
名

夏
の
猛
暑

桜
川
市
本
郷
　
大
塚
　
美
枝
子
さ
ん

「
暑
」で
す
。
今
ま
で
に
な

い
猛
暑
、
エ
ア
コ
ン
は
つ
け
っ

放
し
、
雨
は
降
ら
ず
、
家
庭
菜

園
も
毎
日
水
や
り
（
朝
の
涼
し

い
う
ち
に
）
。
そ
れ
こ
そ
大
変

な
暑
さ
で
し
た
。

S
・
T
さ
ん

今
年
の
漢
字
は
、
何
と
言
っ

て
も
「
高
」
で
す
。
物
価
高
騰

ま
た
気
温
が
高
く
暑
さ
が
非
常

に
厳
し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
ま

で
続
く
の
か
不
安
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

筑
西
市
東
保
末
　
森
　
美
智
子
さ
ん

結
城
市
の
菅
井
渉
さ
ん
、
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。
ま
ず
は
、

土
づ
く
り
な
ん
で
す
ね
。
そ
し

て
、
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
…

基
本
は
、
何
事
も
同
じ
で
す
ね
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

と
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん

私
の
味
自
慢
は
、
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

筑
西
市
小
栗
　
小
栗
　
裕
子
さ
ん

J
A
女
性
部
の
方
が
各
地
区

に
て
頑
張
っ
て
い
る
の
を
読
ん

で
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。桜

川
市
真
壁
町
　
藤
田
　
徳
子
さ
ん

ご
意
見
・
ご
感
想

今
月
の
テ
ー
マ

「
私
が
思
う

　
　
今
年
の
漢
字
」

カ
レ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
各
賞
が
決
定
さ
れ
た
の

で
す
ね
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

が
楽
し
み
で
す
。
受
賞
さ
れ
た

方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

筑
西
市
船
玉
　
相
澤
　
孝
子
さ
ん

月
と
の
共
演
で
満
月
の
夜
、

月
下
美
人
（
一
夜
の
み
の
開

花
）
と
雲
の
切
れ
間
か
ら
月
が

顔
を
出
す
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
に
は
、
目
を
見
張
る
物
が
あ

り
、
後
々
に
も
良
い
思
い
出
に

な
り
、
良
く
撮
れ
て
い
る
と
感

心
し
て
い
ま
す
。

桜
川
市
真
壁
町
　
酒
寄
　
髙
子
さ
ん

耐
。
今
年
の
暑
さ
に
は
参
り

ま
し
た
。
犬
も
植
物
も
暑
さ
で

グ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
農
作
業
も

涼
し
い
朝
と
夕
方
で
す
。
体
が

大
切
で
す
よ
ね
。ま

っ
ち
ゃ
ん
さ
ん

「
八
」
将
棋
の
藤
井
聡
太

「
八
冠
」
に
始
ま
り
、
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の「
38
」年
ぶ
り

の
優
勝
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ

カ
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
八
村
塁
」
選
手
の
活
躍
な
ど
、

「
八
」
の
当
た
り
年
だ
と
思
い

ま
す
。

シ
ャ
イ
ン
さ
ん

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Step Information Boxフ シ ンボ スオ ヨ ッー クイン メ
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バスツアーのご案内
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飼料用米を作付けされる皆様へ

次年度用として、飼料用米の種子を自家採種
する場合は、事前に申出等をしていただく必要
があります。（無断で自家採種することは認めら
れておりません。）
また、自家採種した種子は、有償・無償を問
わず第三者へ譲渡することも認められておりま
せんので、ご注意ください。（種子または稲苗を
第三者から購入・譲り受ける場合も同様となり
ます。）

水田農業振興室
0296-23-1800（筑西市）
0296-20-6622（桜川市）
0296-20-9001（結城市）

3市（筑西・桜川・結城）
農業再生協議会からのお知らせ

お問い
合わせ先

（茨城県知事登録第2種旅行業第432号）一般社団法人 全国旅行業協会正会員
お問い合わせ・お申込みは

JA北つくば旅行センター

〒308-0832  茨城県筑西市西榎生1212-1
TEL.0296（25）3538

総合旅行業務取扱管理者　佐藤　信二
FAX.0296（25）3537

お部屋探しはＪＡへ

■茨城県知事⑺第5120号
JA北つくば下館資産管理センター

下館駅

結城駅
県道20号線

エコス

中山歯科

セブン
イレブン

結城第二高校

○〒

TSUTAYA
ウエルシア

JASS

アクロス
結城市役所

カスミ
結城
バイパス

国道50号線とりせん

山新

イエローハット

カスミ
ココス

養蚕
小学校

○文

山新 キグナスGS

ゲオ

東京電力

JA北つくば
資産管理センター
JA北つくば
資産管理センター

JA北つくば
下館資産管理センター
JA北つくば
下館資産管理センター

五
行
川

■茨城県知事⑺第5120号

JA北つくば資産管理センター ℡0296（33）7077

℡0296（23）1558
住所／筑西市下中山407-４
【営業時間】月～金曜 8：30～17：00／日曜 9：00～17：00
【定 休 日】土曜・祝祭日

住所／結城市新福寺４-13-３
【営業時間】月～金曜 8：30～17：00／土曜 9：00～17：00
【定 休 日】日曜・祝祭日

アパートの管理世帯数は1,000世帯！！
きっとあなたにピッタリなお部屋がありますよ！

○文

JA北つくば 自動車センター
℡0296（52）1424
住 所 / 筑西市海老ヶ島848

【営業時間】月～金曜　8：30～17：00
【定休日】土曜・日曜・祝祭日
ご来店心よりお待ちしております

車のことならJAにおまかせください！

詳しくは、JA北つくば自動車センターまでお問い合わせください。詳しくは、JA北つくば自動車センターまでお問い合わせください。

今月のおススメ!!

お問い合わせ先　総務部企画開発課　仁平　TEL 0296-25-6600E-mail souzoku-support@ja-kitatsukuba.or.jp

JA 北つくばの相続相談サポート

　JA北つくばでは、相続に関するご相談を受け付け、専門家（税理士・司法書士等）との連携で組合員の
皆様のサポートを行います。お気軽にお問い合わせください。

ジェイエイ北つくば燃料株式会社

※ガソリン・軽油をお客様が自ら容器に給油する
　行為は法令違反となります。

・消防法により、ガソリン・軽油を消防法適合品の容器に
　給油する行為は、従業員が行っています。ご購入の際は、
　従業員をお呼びください。

特価期間：令和5年12月31日まで
1,500円
特別価格

軽油専用缶（20ℓ缶）

軽油専用容器は、弊社運営の
JA-SSにて販売しています。

組合員の皆さまへ
軽油を容器に給油する際は、消防法令に適合した
ポリ容器及び金属製容器であることが義務付けら
れています。

（税込）

イメージ

どこまでもドライブしたくなる。
ハンドルを握るたびに、新しい自分に出会える。
さあ、最高の今日に会いに行こう。

先月号より遺言書の種類について、３回に分けて掲載する予定でしたが「令和５年度税制改正」
についてお問い合わせが多く、皆様の関心が高いことから今月号から２回に分けて、相続税及び租
税特別措置法の一部改正についてご案内いたします。

贈与税
相続時精算課税を選択した受贈者は、特定贈与

者ごとに、1年間に贈与により取得した財産の価額
の合計額から、基礎控除額（110万円）を控除し、
特別控除（最高2,500万円）の適用がある場合は、
その金額を控除した残額に、20％の税率を乗じて、
贈与税額を算出します。

相続税
相続時精算課税を選択した受贈者は、特定贈与

者から取得した贈与財産の贈与時の価格から、基
礎控除額を控除した残額をその特定贈与者の相続
財産に加算します。

相続時精算課税選択後の贈与

令和6年度から適用される主な税制改正のポイントをご紹介します。

※当初掲載予定の「遺言書」については、税制改正のご紹介後掲載いたします。

110万円

に相続税を課税

年

価格

相続時精算課税

年110万円の
基礎控除の創設

土地又は建物が被災した
場合、その土地又は建物
の価値を再計算

相
続
財
産

令和６年
１月１日施行 相続税及び贈与税の税制改正のあらまし

3.9(土)令和6年
開演 午前11：00～

〈募集人員〉30名 23名〈催行人員〉

22,000円〈旅行代金〉
※バスの乗車場所は、ご希望に添えない場合がございます。

お1人様
〈申込締切〉※定員になり次第締切

福田こうへい
明治座特別公演

その1
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枝もの栽培説明会開催のお知らせJA北つくば花き部会

　今春または来春めでたく定年を迎えられる方、冬場に比較的手が
空く方、家事をしながら家の周りで仕事をしたい方、畑が斜面等の条
件で機械が入れなくて困っている方、鳥獣被害にお困りの方、花木
が好きで収入につなげたいと思っている方など、ご興味がある方は
気軽にご参加ください。

日　　時

内　　容

令和6年2月16日（金）
午後1時30分～

場　　所 JA北つくば営農経済センター（下館南支店）
2階大会議室（筑西市西榎生1212-1）

参加申込 参加希望の方は、令和6年2月2日（金）までにご連絡ください。

営農経済部園芸課 TEL：0296-25-6602
下館営農経済センター TEL：0296-23-2121
関城支店営農経済課 TEL：0296-37-7136

東部営農経済センター TEL：0296-21-8055
西部営農経済センター TEL：0296-35-3501

産地に適した市場性のある品目（4～5品目）の栽培方法などを説明します。
（品目・作型などがあるので、自分にあった栽培方法が選べます。）

お申込み・お問い合わせ先（花き担当者までお願いします。）

近年、送電線に農事用ビニール等が付着する事故
が発生しております。
農作業がご多忙のおり大変恐縮ではございますが、
風のある日は今一度、農事用ビニール等の状態を点
検するなど、舞い上がり防止にご協力くださいます
よう、よろしくお願いいたします。
また、農事用ビニール等が舞い上がり、送電線に
付着してしまった場合は、東京電力パワーグリッド
㈱カスタマーセンターへ連絡いただけますよう、よ
ろしくお願いいたします。

○畑や水田に敷設するビニールなどは風で飛ばないよう
に固定をお願いいたします。

○使用後のビニールなどは、放置しないようにお願いい
たします。

○乾燥のために広げて置く場合などにもご注意ください。
○送電線に付着したビニールにさわると感電する恐れが
ありますので、さわらずにご連絡をお願いいたします。

【連絡先】
東京電力パワーグリッド株式会社
カスタマーセンター
フリーダイヤル 0120-995-007

【停電事故防止のお願い】
農家の皆さまへお願い 農事用ビニール撤去作業
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個人情報取扱いについて
　弊誌に対し、投稿者の皆さまから頂いた個人
情報は、掲載および記念品の発送のみに使用
し、第三者に使用させることは一切ありませ
ん。企画終了後は、厳重に管理いたします。ただ
し、法的義務のための情報開示に対しては、そ
の限りではありません。

新年あけましておめでとうございます。昨
年は、弊誌「すてっぷ」をご愛読いただきまし
てありがとうございました。読者の皆様、取
材に応じていただいた多くの皆様に心より
感謝申し上げます。本年も、組合員や地域の
皆様のご協力を得ながら、より充実した広報
誌を作りたいと思いますので、よろしくお願
いいたします。また、今後とも「みんなのひろ
ば」や「季節を詠む」、「おたより」等、皆様か
らのご投稿、心よりお待ちしております。（Y）

（　　　　　   ）

　すてっぷでは、随時皆さまからの投稿をお
待ちしています。10ページ『みんなのひろ
ば』のすこやかさん、我が家のペット、たのし
い仲間、ちょっと一言など身近な暮らしや出
来事について教えてください。おハガキや
メール、絵手紙や自作のイラストなども待っ
てま～す！お気軽にお寄せください。
＊写真等のご返却はできませんのでご了承ください。

〒308-0051  筑西市岡芹2222
JA北つくば本店　すてっぷ係まで
Eメール  ja-kt@intio.or.jp

編集後記

投稿ハガキ・メール募集

結
婚
相
談
所

東部営農経済センター
TEL 0296（21）8055
大和キュウリ選果場
TEL 0296（58）7259

お問い合わせ先

大和キュウリ選果場
パート募集のご案内

ファーマーズマーケット

※諸般の事情によりイベント内容が変更になる場合があります。

筑西店
結城店
イベント案内

開催期日 開催場所
1月20日～21日

1月27日～28日

筑西店　結城店

筑西店　結城店

イチゴフェア

決算セール

イベント内容
きらりくん

今月のおすすめ商品

毎週月曜日 お米の日（１割引）
　　火曜日 卵の日　（１割引）
　　水曜日 肉の日　（１割引）
　　木曜日 ポイント２倍デー スイホーちゃん スイホーくん

きらいちは毎週お得！！

ぜひ、
お買い

求めく
ださい

。

旬のイチゴも販売しております。旬のイチゴも販売しております。

ハクサイハクサイ

JAの家庭雑誌 
人が元気・JAが元気・

地域が元気

購読のお申込み先 最寄りの支店  窓口

〈定価〉618円（税込）
〈発行〉JAグループ（一社）家の光協会 

家の光 2月号の
主な内容

購読のお申込み先 最寄りの支店  窓口

〈定価〉629円（税込） 〈発行〉 JAグループ（一社）家の光協会 
〈ホームページ〉 http://www.ienohikari.net/

購読のお申込み先 最寄りの支店  窓口
〈発行〉JAグループ（一社）家の光協会 
〈定価〉492円（税込） 

JAグループの
食農教育をすすめる
子ども雑誌

節分の日に子どもたちと
いっしょに食べたくなる
恵方巻の作り方を紹介し
ます。

2
月号

特　集

Facebookやってます

イ
ン
ス
タ

や
っ
て
る
よ

特集１
腸ってこんなにすごいんだ！
～老化防止のカギは
　　　　　「腸活」にあり～

福を呼ぶ
    なんでも
        恵方巻

特集2
おうちクリーニング
を極める

農業を核に、地域で稼ぐ！
特集

◎やむを得ず、企画あそびの日程および内容が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

開催日時

開催場所

参 加 費

募集人員

申込期日

JA北つくば子育て支援センター（桜川市加茂部1627）

無料
15組の親子

2月28日 午前10時令和6年

定員になり次第締切

主催 お申込み
お問い合わせ先JA北つくば JA北つくば  総務部企画開発課

℡0296（25）6600　古橋

ＪＡ北つくば管内に在住の０歳～６歳までのお子様と
保護者を対象にご利用頂けます。

参 加 者 募 集

水

は
だ
し
っ
子
ママといっしょに
　　おひなさま作り

ネットショップは
こちら

●期　間／8月中旬～10月・12月中旬～7月
●勤務先／大和キュウリ選果場
　　　　　桜川市大国玉4521－1
●時　間／午前9時から
●給　与／時給1,000円　　
※フォークリフトの運転資格をお持ちの方も募集しています。（別途、手当あり）

すてっぷ すてっぷ19 18
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JA北つくばアグリファーム（株）
閉鎖までのあゆみ

JA北つくばは平成22年、農地法等の改正を受けて、全国初となるJA本体による「農業経営」に参入し、桜川市大
和地区に「アグリセンター」を設置しました。JA自らが農地の受け皿となり、耕作放棄地増加の歯止めと遊休農地の
解消に努めるとともに、担い手の育成・確保、新規作物の導入や生産技術の実証を進めました。発足当時は、水稲約
4㌶、畑（ネギ・ショウガ）約2㌶で事業が始まりました。
それから約4年が経過した平成26年2月4日、JA本体で行ってきた農業経営部門を「JA北つくばアグリファーム㈱」

として分社化し、経営を開始。当初は、水稲や麦、大豆、ネギ、ショウガを計23㌶（うち再生農地約12㌶）作付けし、
農地の有効利用を進め、地域農業の振興に取り組みました。その後は、レタスや玉ネギなどの栽培に取り組み、平成
28年には、JA本体と共同で「オリーブの森プロジェクト」をスタートしました。
これまで、地域農業再生の一翼を担う事業を展開してきましたが、その生産基盤となる受託農地は広範囲に点在し、

傾斜地などの条件不利地が多くあり、受託面積は最大で76㌶となりました。限られた労働力の中、対応には困難を来
し、設立当初より経営収支は厳しいものがありました。
このような状態で組織運営を継続することは、大変困難なことであり、理事会等での慎重な協議の結果、全ての受

託農地の返還及び担い手承継作業を進め、令和4年度（第29回）通常総代会において、令和5年3月31日をもって同社の
閉鎖についてご承認いただきました。
その後、農機具の処分や税務申告関係の手続等を行い、9月1日の株主総会決議により解散し、11月27日に清算結了

となりました。

組合員・地域住民の皆様におかれましては、約10年間にわたり、JA
北つくばアグリファーム㈱の事業運営に多大なるご理解・ご協力を賜り
ありがとうございました。

ＪＡ北つくばアグリファーム株式会社概況
アグリファームの耕作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：㎡）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

面 積 332,513 560,870 591,423 732,227 768,233 760,064 676,448 639,057 228,040 0

JA本体からの業務支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 合計

業務支援料 － 17,123,750 17,508,500 22,060,050 20,218,275 20,666,500 16,714,975 16,085,450 14,300,000 1,700,000 146,377,500

アグリファームの決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

当期純利益 △23,702,220 6,866,116 2,879,867 △3,081,742 △8,678,506 44,472 △3,328,821 △160,768 △2,624,778 △3,359,362

繰越欠損金 △23,702,220 △16,836,104 △13,956,237 △17,037,979 △25,716,485 △25,672,013 △29,000,834 △29,161,602 △31,786,380 △35,145,742

JA本体での清算内訳　　　　        （単位：円）
J A 本 体 か ら の 出 資 額 49,900,000
アグリファームからの清算金 14,754,258
J A本体での損失処理額 35,145,742

令和元年度外部出資減損処理額 25,620,669
清算時（令和5年）損失処理額 9,525,073

農機具売却　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
アグリファーム資産 JA資産 合計

件　数 45 26 71
売却額 6,210,758　 8,802,959 15,013,717


